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登校規範意識はストレスの源になるのか
―欠席志向性が高い中学生を対象に―

○ （北海道大学） 原田勇希（高知大学・日本学術振興会）
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問 題

侯・原田（2019）は項目反応理論に基づいて登

校に対する忌避感情から苦痛感情までを測定範囲

とする欠席志向性尺度を開発している。本尺度へ

の回答をクラスタ分析した結果，抽出された欠席

志向性の“深刻群”は，他群よりも有意に欠席日

数が多いことから，苦痛感情を持つ子どもは実際

に学校を欠席する傾向があると考察されている。

一方で，「学校にいる時間がつらすぎてどうして

も帰りたくなってしなう」などの項目に肯定的な

回答をする深刻群であっても，欠席日数が不登校

と称される水準ではなく，登校しようと努力して

いる様子が伺われた。こうした状態において「学

校に行くべきだ」という規範意識は深刻な精神的

葛藤を起こすと危惧されている（本間，2000）。ま

た，欠席志向性が高い子どもが無理をして登校す

ることは，深刻なストレス源であると推測される。

本研究は登校に対する苦痛感情が強い子どもを

対象とし，登校規範意識と欠席行動がストレス反

応に及ぼす影響を明らかにすることを目的とする。

方 法

調査協力者 公立中学校 1 校の 1―3 年生(n =347)
のうち，クラスタ分析で抽出された欠席志向性深

刻群（n=87）（侯・原田，2019）を用いた。

調査内容 （1）ストレス反応 「抑うつ・不安感

情」因子（以下，うつ不安）の 3 項目を利用した 岡

安・嶋田・坂野 1992)。 （2）登校規範意識 本

間（2000）を参考した 項目例「病気やけが以外で

学校を休むことはよくないことだ」 。 （3）欠

席日数 生徒の了承と学校長の許可を得た上で取

得した（全日課数 32 日）。

結果と考察

各変数の基本統計量と男女別の相関係数を

Table 1 に示した。性別によって変数間の相関係数

が異なる可能性が考えられたため，以下の分析で

は性別を統制変数とし，交互作用を検討する。

欠席日数より欠席なし群（0 日）と欠席あり群

（1 日以上）に分け，うつ不安を目的変数とする

階層的重回帰分析を行った。投入変数と分析結果

を Table 2 に示した（標準化偏回帰係数）。

二次の交互作用が検出されたため，単純交互作

用を検討した。女子において欠席の有無と規範意

識の交互作用が見られ，欠席なし群では規範意識

がうつ不安を高める効果が認められた。

結論として，規範意識は登校願望を抑制する効

果を持つ（本間，2000）一方で，苦痛感情が強い

にも関わらず欠席行動を取らない女子にとって，

規範意識はストレス反応を高める効果があること

から，心身の健康に対するリスクがあるといえる。

1 2 3

1 うつ不安 .85 2.49 1.22 ― .298 * .093

2 規範意識 .66 3.41 1.00 -.151 ― -.101

3 欠席日数 0.63 1.68 -.033 -.224 ―

α M SD
相関係数

* p  < .05

注 1）欠席日数とはスピアマン順位相関係数

2）相関係数は左下が男子，右上が女子

Table 1 各変数の基本統計量と相関分析

投入変数 Step1 Step2 Step3
1 欠席有無 -.015 -.067 .005
2 規範意識 .020 -.006 .006
3 性別 -.285 * -.350 ** -.310 **

1*2 -.191 -.213
1*3 -.187 -.169
2*3 -.239 * -.183
1*2*3 .235 *

R 2 .083 .171 * .217 **

** p  < .01, * p  < .05

Table 2 階層的重回帰分析の結果

Figure 1
女子における規範意識と欠席有無の交互作用
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大学への配慮申請に至るトランスジェンダー男性の
変容プロセスについて

渡邉 歩（早稲田大学大学院）

キーワード：性別違和，配慮申請，性的マイノリティ

問題と目的

性別違和感を持つトランスジェンダーは，本人

が感じているジェンダーと，周囲が認識するジェ

ンダーが異なることで悩みが生じやすく，男女二

元論的文化において様々な困難場面に直面しやす

い。文部科学省（ ）では，性別違和感を持つ

児童生徒に対する配慮の重要性について言及して

いるものの，配慮申請に至るまでの当事者の心理

面については明らかにされていることは少なく，

具体的にどのような心理的支援や環境調整が必要

か調査している論文は少ない（西野， ）。

そこで本研究では，性別違和感を持つトランス

ジェンダー当事者の中でも，望むジェンダーでの

生活（ ： ）を始める大学

生時代におけるトランスジェンダー男性（

： ）が，大学側に「出生時に割り当て

られた性別ではない性」に関連する取り扱いの変

更（通称名使用や個別対応など）を求める配慮申

請をする際，どのような変容プロセスを経ていく

かを明らかにすることを目的とした。結果から，

大学に在学するトランスジェンダーに対しどのよ

うな支援が必要かを心理社会的援助の観点から具

体的に検討した。

方 法

協力者 過去に大学に対し性別の取り扱いに関す

る配慮申請をした経験のある 歳～ 歳のうち，

性別違和感を持つ当事者 名に実施した。

調査の手続き 事前に倫理的配慮について説明し

た上で，半構造化インタビューを行い，ライフヒ

ストリーや配慮申請に関する質問を行った。

分析手法 修正版グラウンデッド・セオリー・ア

プローチ（ ：木下， ）を用いて分析を行

い，最終的にカテゴリー関係図を作成した。

結果と考察

分析結果から， 概念と カテゴリーが生成さ

れ，結果図として が作成された。結果か

ら，配慮申請の大きなきっかけとして，《ジェンダ

ー移行を強める動機づけ》というカテゴリーと，

《性別のしがらみ》というカテゴリーが生成され

た。結果図から， 当事者は，性別二分の環境

により引き起こされる心理的負担というネガティ

ブな要因と，ジェンダー移行を決意していくポジ

ティブな要因が関連していくことで，大学におけ

るジェンダー移行の動機づけが強めていくことが

分かった。

また，配慮申請に至るまでには複数のルートが

あり，（ ）《ジェンダー移行を強める動機づけ》と

《性別のしがらみ》によって直接大学側に配慮申

請をするルート，（ ）十分に検討をした上で配慮

申請をする《配慮申請の計画》を通るルート，（ ）

大学職員に相談

をすることで配

慮申請 をする

《信頼できる大

学構成員への相

談》を通る３つ

のルートがある

ことが明らかに

なった。こうし

た複数のルート

がある背景には，

大学側の環境要

因や，それによ

る 当事者の

内的要因が関係

していることが

示唆された。
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